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研究の要約 

 本研究は，小学校算数科第４学年「広さを調べよう」における数

学的な表現力を育成するための指導の工夫について考察したもので

ある。数学的な表現力を育成するためには，児童に様々な数学的な

表現の方法を理解させ，学習内容を振り返らせる際に，どのように

考えたことが良かったのかを意識させる指導が重要であると考え

た。そこで，第４学年「広さを調べよう」の学習において，活用意

識を高める工夫をした適用問題に取り組ませることで表現力の育成

につなげる指導を行った。その結果，児童は数学的な表現の方法を

理解し活用できるようになることでより分かりやすく表現できるよ

うになり，学習を振り返ることで数学的な表現の方法のよさを感じ

取ることができるようになった。このことから，活用意識を高める

工夫をした適用問題の設定が，数学的な表現力の育成につながるこ

とが分かった。 
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Ⅰ 問題の所在 

 

『小学校学習指導要領解説算数編』には，目

標に｢見通しをもち筋道を立てて考え，表現す

る能力を育てる｣1)と示されており，平成 20 年

の告示より｢表現する(能力)｣の文言を加えて

重要視している。また，｢考えを表現する過程

で，自分のよい点に気付いたり，誤りに気付い

たりすることがあるし，自分の考えを表現する

ことで，筋道を立てて考えを進めたり，よりよ

い考えを作ったりできるようになる。｣2)とも示

している。 

また，配慮事項には，｢全国的な調査の結果

などからは，児童が自分の考えたことを説明す

ることに課題がみられるとの指摘がある。｣3)と

しており，｢算数科の指導では，言葉による表

現とともに，数，式，図，表，グラフといった

数学的な表現の方法を用いることに特質があ

る。このような表現の方法について学ぶととも

に，それらを活用する指導を工夫することが大

切である。｣4)と示されている。 

平成 27 年度全国学力・学習状況調査では，

主として知識・技能を活用する算数Ｂの記述式

の平均正答率が 32.7％と低く，無回答率が高い

傾向が見られた。判断の理由を言葉と数で表現

する問題においても，言葉のみの解答があり，

根拠となる事柄を過不足なく説明することに

課題が見られる。 

これらの課題を踏まえ，自身の実践を振り返

った。児童は，学習課題を解決するに当たり，

答えを導くための立式はできるが，考え方を伝

える表現の内容や方法についての意識が十分

であったとはいえない。その要因として，自分

の考えを分かりやすく表したり，伝えたりしよ

うとする表現の指導が不十分であったことが

考えられる。また，数学的な表現の方法のよさ

を感じ，使おうという活用意識を育てることが

できていなかったことも考えられる。そこで，

活用意識を高める工夫をした適用問題の設定

をすることを通して，数学的な表現力を育成す

るための指導の工夫を行うこととした。 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

小学校算数科第４学年｢広さを調べよう｣の

学習において，活用意識を高める工夫をした適

用問題を設定することにより，数学的な表現力

を育成するための指導の工夫を行い，その有効

性を探る。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 研究仮説の設定及び検証の視点 

３ 検証授業の計画・実施 

４ 検証授業の分析・考察 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

⑴ 数学的な表現力について 

 小島(2008)は，｢数学的な表現力とは，言葉

や数，式，図，表，グラフなどを用いて，問題

の解決過程における考え方や処理の仕方や結

果を分かりやすく表したり，説明したりする力

のことである。｣5)と述べている。 

また，｢表現力を育てるためには，表現する

ことのよさを実感させることと，表現する前提

としての内容を充実させることなど，表現する

基本的な技術(表現方法の基礎)に着目した

い。｣6)とも述べている。 

そこで，本研究における数学的な表現力とは，

｢数学的な表現の方法を用いて，どのように考

えたのかを表したり，説明したりする力｣と定

義する。 
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⑵  活用意識を高めることについて 

片桐(2009)は，｢授業のまとめでは，学習し

た知識や技能をまとめるだけでなく，『今日の

授業で，どのように考えたのがよかったか』と

いう数学的な考え方をまとめるのです。このよ

うな授業をしていくことによって，次第に，よ

り深く数学的な考え方のよさを感じ取り，これ

らの数学的な考え方を身に付け，活用できるよ

うになるのです。｣7)と示し，実際の指導におい

て授業のまとめを行うことの重要性について

述べている。また，小島(2008)は，｢『学習の

まとめ』を簡潔，明確に表現しておくと，覚え

やすく，練習しやすくなる。また，以降の学習

に既習事項として活用しやすくなる。｣8)と述べ

ている。 

これらのことから，本研究において，振り返

ることで学習内容を意識し，以降の学習で活用

して考えることが重要であると捉え，適用問題

という場を設定することとした。同時に，自分

の考え方を分かりやすく表したり，伝えたりで

きるように数学的な表現の方法を意識させる

こととした。小島は，分かりやすく表したり，

説明したりする際に，言葉や数，式，図，グラ

フなどを用いてと述べている。学習指導要領に

も，｢言葉，数，式，図，表，グラフを用いて

考えたり，説明したり，互いに自分の考えを表

現し伝え合ったりするなどの学習活動を積極

的に取り入れるようにすること。｣9)と示されて

いる。 

 以上のことから，活用意識を高めるとは，学

習内容や数学的な表現の方法を理解し，より意

識しながら活用することができるようにする

ということである。 

⑶ 適用問題について 

 本研究では，単元計画全 11 時間の中で，第

２，３，４，６，８，11時に適用問題を６題設

定した。 

 本研究の適用問題は，様々な数学的な表現の

方法ができるよう活用意識を高めたり，学習内

容を振り返り，既習を意識させたりすることの

できるものである。適用問題作成において，次

の二つの工夫をした。 

一つ目は，数学的な表現の方法を理解し，活

用できるようになるために，言葉，式，図，表

などの様々な数学的な表現の方法が使えるよ

うな適用問題とした。 

二つ目は，学習内容を振り返り，既習事項を

意識させる設問を設けた。 

 

２ 研究仮説の設定及び検証の視点 

 

⑴ 研究仮説 

 小学校算数科第４学年｢広さを調べよう｣の

学習において，数学的な表現の方法や学習内容

を振り返り，既習の活用意識を高める工夫をし

た適用問題を設定することで，数学的な表現力

を高めることができるであろう。 

⑵ 検証の視点と分析内容 

 検証の視点と分析内容については表１に示

す。 

表１ 検証の視点と分析内容 

 検証の視点 分析内容 

⑴ 

数学的な表
現の方法を
活用する意
識が高まっ
たか 

ア 
数学的な表現の方法
の変容 

イ 
評価規準に基づき，
数学的な表現力を評
価し分析 

⑵ 

振り返るこ
とで学習内
容を活用す
る意識が高
まったか 

ア 
振り返りの自己評価
及び記述内容の関係
の分析 

イ 
適切な方法の選択及
びその活用の分析 

 

３ 検証授業の計画・実施 

 

⑴ 検証授業の実際 

期 間：平成 27年 12月３日～12月 18日 

対 象：小学校第４学年 33名 

単元名：｢広さを調べよう｣ 
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⑵ 学習指導計画の作成にあたって 

ア 単元目標 

面積について単位と測定の意味を理解し，面

積を計算によって求めることができるように

するとともに，面積についての量感を豊かにす

る。 

イ 単元計画 

本単元は，表２に示すように全 11時間の指 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導となる。単元のねらいに｢★適用問題｣と表記

した時間に，６時間の適用問題を設定している。

適用問題と意識させたい学習内容の関連につ

いては，表３に示す。 

ウ 指導の工夫 

指導に際して，活用意識を高める適用問題の 

設定をした。 

 

表２ 単元計画 

時 ねらい 評価規準

1
面積の比べ方をいろいろな方法で考え，面積を比べることができる。 既習の量の場合を基に，いろいろな方法で面積の比べ方を考えようとしてい

る。

2
面積の単位「平方センチメートル（cm2）」を知り，面積の意味について理解

する。　★適用問題①

面積の意味や面積の単位「平方センチメートル（cm2）」を理解している。

3
長方形，正方形の面積を計算で求める方法を理解し，面積を求める公式をつく
ることができる。　★適用問題②

・面積は縦横の辺の長さから計算で求められることの便利さに気付いている。
・長方形，正方形の面積の公式をつくることができる。

4

長方形，正方形の面積の公式を使って，面積を求める。また，周りの長さが一
定の場合，面積が一定の場合のそれぞれについて周りの長さと面積の関係を理
解する。
★適用問題③

・長方形，正方形の面積の公式を使って，面積を求めることができる。
・周りの長さと面積の関係を理解する。

5
・
6

既習の長方形や正方形の面積を求める学習を活用して，長方形を組み合わせた
図形の面積の求め方を考え，面積を求めることができる。　★適用問題④

・どの考えも既習の長方形や正方形の形を基にして求めていることに気付き，
既習を活用する良さを認めている。
・長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を，求積方法が既習である長方形
や正方形に分割するなどして考え，図や式などを用いて説明している。

7
面積の単位「平方メートル（m2）」を知り，辺の長さがmの場合も，長方形や

正方形の面積の公式が適用できることを理解する。

辺の長さがmで表された長方形や正方形の面積も，面積の公式を適用して求め

られることを理解している。

8 面積の単位m
2とcm

2の関係を理解する。★適用問題⑤ 面積の単位m
2とcm

2の関係を理解している。

9
面積の単位「アール(a)」「ヘクタール(ha)」を知り，面積の単位の相互関係を

理解する。
面積の単位１m2，１a，１haで表される正方形の１辺の長さと面積から，正方

形の1辺の長さが10倍になると面積は100倍になる関係に気付いている。

10

面積の単位「アール(a)」「ヘクタール(ha)」に加え，「平方キロメートル

（km
2）」を知り，面積の単位の相互関係を理解する。

・正方形の１辺の長さと面積から，１辺の長さが10倍になると面積は100倍に
なる関係を見出し，説明している。

・面積の単位「m
2」「a」「ha」「km

2」と，その相互関係を理解している。

11
学習内容を適用して問題を解決する。学習内容の定着を確認し，理解を確実に
する。　★適用問題⑥

・学習内容を適切に活用して，活動に取り組んでいる。
・学習内容を適用して，問題を解決することができる。

表３ 適用問題と学習内容の関連 

数学的な考え方のまとめ

・　いろいろな方法で面積を比べる。 【１時間目】

・　いろいろな表現方法を理解する。 【２時間目】

・　面積の単位「平方センチメートル（cm2）」を知
　り，面積について理解する。 【２時間目】

・　いろいろな表現方法を理解する。 【２時間目】

・　面積の単位「平方センチメートル（cm2）」を知
　り，面積について理解する。 【２時間目】

・　長方形，正方形の面積を求める公式をつくる。 【３時間目】

・　いろいろな表現方法を理解する。 【２時間目】

・　面積の単位「平方センチメートル（cm2）」を知
　り，面積について理解する。

【２時間目】 面積
まわり

の長さ

・　長方形，正方形の面積の公式を使って，面積を
　求める。

【４時間目】 ① 12 16

【４時間目】 ② 12 26

③ 12 14

・　いろいろな表現方法を理解する。 【２時間目】

・　長方形，正方形の面積の公式を使って，面積を
　求める。

【４時間目】

・　長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を考
　え，面積を求める。


【５・６時間目】

・　いろいろな表現方法を理解する。 【２時間目】

・　長方形，正方形の面積の公式を使って，面積を
　求める。

【４時間目】

・　面積の単位「平方メートル（m2）」を知る。 【７時間目】

・　面積の公式が適用できることを理解する。 【７時間目】

・　面積の単位m2とcm2の関係を理解する。 【８時間目】

・　いろいろな表現方法を理解する。 【２時間目】

・　面積の単位「平方センチメートル（cm2）」を知
　り，面積について理解する。 【２時間目】

・　長方形，正方形の面積の公式を使って，面積を
　求める。

【４時間目】

・　周りの長さが一定の場合，面積が一定の場合の
　それぞれについて周りの長さと面積の関係を理解
　する。

【４時間目】

面積は24cm2でも，
周りの長さは違
う。

面積が24 cm2のいろ
いろな長方形をか
き，面積と周りの長
さの関係について友
達に分かりやすく説
明しましょう。

⑥
（

　
 

時
間

目
）

たて６cm，横４cmの長方形は，６×４＝24   24cm2

まわり４＋６＝10　10×２＝20　　20cm

たて24cm，横１cmの長方形は，24×１＝24　 24cm2

まわり24＋１＝25　25×２＝50　 50cm
だから，面積とまわりの長さの答えがちがう。

・　周りの長さが一定の場合，面積が一定の場合の
　それぞれについて周りの長さと面積の関係を理解
　する。

面積の求め方を書き
ましょう。なぜ，そ
の方法を選びました
か。

④
（

６
時
間

目
）

・３つの長方形に
分け，それぞれ面
積を求めて足す。
・全体からいらな
い部分の面積を引
く。

③
（

４

時
間

目
）

面積が12 cm2のいろい
ろな長方形をかき，
面積と周りの長さの
関係について友達に
分かりやすく説明し
ましょう。

３つの長方形に分けて，①の面積を求める。２×４＝８

８cm2。②の面積を求める。

６×３＝18　18cm2。次に③の面積を求める。２×４＝８

８cm2。①②③の全部の面積を足す。８＋８＋18＝34

答えは34cm2

単位をそろえて，
公式にあてはめて
面積を求める。

面積の求め方を書き
ましょう。
（２種類）

⑤
（

８
時

間
目
）

・200cm＝２m　３×２＝６　６m2

・３m＝300cm　300×200＝60000   60000cm2

②
（

３

時
間

目
）

長方形の面積を求め
て，求め方も説明し
ましょう。

１cm2が縦に３つ，
横に５つならんで
いるから，公式を
使って面積を求め
ることができる。

意識させたい学習内容適用問題

①
（

２
時

間
目
）

４cm2の図を，１cm2を
もとに説明しましょ
う。

児童の活用例

４cm2は１cm2が４つ
分

・１cm2のますが２つ。１cm2の半分のますが４つあるから，半分

の４つを２つにして合体したら，１cm2が４つになる。だから，面

積は４cm2。

・上の0.5cm2を下にくっつけると１cm2が４つで４cm2になる。

たてが３ます，横が５ますだから，たて×横をして

３×５＝15　答えは，15cm2

面積は12cm2でも，
周りの長さは違
う。

（別紙に，作図をした面積が24cm2の長方形を基に説明）

３×４＝12　面積の答えで，まわりの長さ
は３＋４＋３＋４＝14になる。同じように
求めると，面積はすべて同じでも，まわり
の長さはみんなちがう。

11
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４ 検証授業の分析・考察 

 

⑴ 数学的な表現の方法を活用する意識が高

まったか 

 分析は，適用問題６題のうち，内容を同じ形

式で作成した適用問題③と適用問題⑥を比較

し，数学的な表現の方法の分析を行った。 

検証は，数学的な表現の方法の変容と，評価

規準に基づき数学的な表現力を評価して分析

するという次のような二つの視点から行った。 

ア 数学的な表現の方法の変容 

 面積と周りの長さを求める問題である適用

問題③と適用問題⑥から，児童が表現するため

に用いた数学的な表現の方法を方法別に分類

した。Ａ児の変容と併せて検証をする。 

 適用問題③と適用問題⑥は，指導の工夫にも

挙げている通り，様々な数学的な表現の方法が

使える内容である。 

 まず，学級全体の数学的な表現の方法の数の

変容を明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１を見ると，適用問題③から適用問題⑥の

変容を見ると，それぞれの数学的な表現の方法

を使えるようになった人数が増加している。特

に，式においては，適用問題③から適用問題⑥

へ 24 名増えている。これは，学習を進める中

で公式の活用が定着したり，数学的な表現の方

法のよさを感じ取ることができるようになっ

たりしたことが要因だと考えられる。 

このことから，様々な数学的な表現の方法を

使い，記述できるようになった児童が増えたこ

とが分かる。 

次に，図２及び図３から，Ａ児の変容を見て

いく。Ａ児は，図２に示すように適用問題③の

記述は，図のみであるが，図３に示すように適

用問題⑥では，数学的な表現の方法が多様にな

った児童である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積と周りの長さの関係を，図に加え，言葉，

式を使い記述することができるようになった。

これは，学習内容を理解し多様な数学的な表現

の方法を使えるようになったことが要因だと

考えられる。 

イ 評価規準に基づき，数学的な表現力を評価

して分析 

0
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（人）

言葉 式 図 表

図１ 数学的な表現の方法の変容 

図２ Ａ児の適用問題③ 

図しか記述しておら

ず，説明はできていな

い。 

適用問題③ 

適用問題⑥ 言葉，式も使い記述してい

る。 

図３ Ａ児の適用問題⑥ 
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図６ Ｂ児の記述内容 

 

【 適用問題⑥ 】 

面積はいっしょでも，まわりのすうじによっ
て，まわりの長さはちがう。 

【 適用問題③ 】 

ちがう 

評価規準に基づき，数学的な表現力を分析す

るために，平均値の比較及びｔ検定を実施した。 

 

表４ 適用問題③と適用問題⑥の記述内容の評価におけ

る平均値の差               n=33 

平均値 
ｔ値 

適用問題③ 1.43 

適用問題⑥ 2.18 5.04* 

                *p＜.05 

 

 児童の記述内容を３段階で評価した結果，表

４の通り，平均値の比較においては，適用問題

⑥が適用問題③を上回った。また，ｔ検定にお

いては，適用問題③と適用問題⑥の間に有意な

差が認められたことから，数学的な表現力が育

成されたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，Ｂ児の適用問題の記述内容から数学的

な表現力を検証する。図４を見ると，適用問題

③では，図を描いて２つの長方形には違いがあ

ることを述べるだけにとどまっているが，図５

の適用問題⑥では，言葉や式を追加することに

よって数学的な表現の方法が多様になったと

同時に，図と式を関連付けて分かりやすく表現

できるようになった。 

また，記述内容においては，図６のような変

容が見られる。Ｂ児は，図６のように適用問題

③では，一言しか記述していないが，適用問題

⑥では，何が違うのかを分かりやすく説明する

ことができている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 考察 

児童は，適用問題に取り組むことにより，記

述する数学的な表現の方法が多様になり，正確

に使えるようになった。数学的な表現の方法の

活用意識が高まったと考えられる。 

⑵ 振り返ることで学習内容を活用する意識

が高まったか 
 適用問題①～⑥には，学習内容の活用を意識

させることを目的とし，適用問題の下に次のよ

うな振り返り欄を設けた。 

 

設問① 学んだことを使ってとくことができ

ましたか？ 

設問② 相手に分かりやすい説明をすること

ができましたか？ 

設問③ 相手に伝えるために，どんな工夫を

しましたか？ 

設問①と設問②の振り返りは，｢とてもでき

た｣から｢できなかった｣の４段階の自己評価と

適用問題⑥ 

図５ Ｂ児の適用問題⑥ 

 

図４ Ｂ児の適用問題③ 

 

適用問題③ 
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して選択をさせた。設問③においては，記述式

とした。 

 検証は，振り返りの自己評価及び記述内容の

結果の分析と，適切な方法の選択及びその活用

の分析という二つの視点から行った。 

ア 振り返りの自己評価及び記述内容の関係

の分析 

 設問①の自己評価と，ワークシートの記述内

容の関係を分析した。これは，学習内容の活用

の自己評価が｢とてもできた｣｢できた｣の３以

上で高く，さらに記述内容においても学習内容

を正しく活用することができている児童の分

析である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 振り返りの自己評価及び記述内容の関係 

 

図７を見ると，適用問題①は，単元が始まっ

たばかりであり，活用する学習内容が限られて

いたために得られた結果であることが考えら

れる。 

適用問題③は，｢面積とまわりの長さの関係

について友達に分かりやすく説明しましょ

う。｣という問題である。これまでと違って，

式を複数用いて説明をする解答を求めている。

比較をして説明するという表現に慣れておら

ず，児童に戸惑いが見られた。 

適用問題⑥は，学んだことを使って解くこと

の自己評価が高く，記述内容にも学んだことを

活用している児童が増加した。適用問題⑥は，

単元のまとめの時間に設定しており，単元を通

して常に振り返り，学習内容を意識してきたこ

とが，記述内容と自己評価の一致につながった

と考えられる。 

イ 適切な方法の選択及びその活用の分析 

 設問③の記述とワークシートの記述内容の

関係を分析した。これは，設問②で意識させて

いる｢相手に分かりやすい説明｣と関連してお

り，｢分かりやすく伝える工夫｣として記述した

内容とワークシートの記述内容の分析である。 

 図８を見ると，適用問題①は，単元が始まっ

たばかりであり，数学的な表現のそれぞれのよ

さの理解が不十分であった。従って，｢伝える

工夫｣という視点で各表現のよさを意識できて

いない状態だと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用問題④から適用問題⑥にかけては，適切

な方法を選択し活用することができている児

童が増加した。学習内容の振り返り，既習を意

識したことで，多様な数学的な表現の方法のよ

さを理解し，適切な方法を選択することができ

るようになったと考えられる。 

ウ 考察 

振り返ることで学習内容を意識して活用し，

記述することができるようになった。また，目

的を相手に分かりやすく伝えると設定したこ

とで，数学的な表現の方法を適切に選択するこ

とができるようになった。このことから，振り

返ることで学習内容を活用する意識が高まっ
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図８ 適切な方法の選択及びその活用 
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たと考えられる。 

 

 ⑴⑵の分析から，数学的な表現の方法や学習

内容を振り返り既習の活用意識を高める工夫

をした適用問題を設定したことで，数学的な表

現力を高めることができたと考えられる。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

 

 適用問題の設定により，数学的な表現の方法

を理解し，活用できるようになり，自分の考え

をより分かりやすく表現できるようになった。

また，振り返ることによって学習内容を意識し

て活用できるようになったことが，児童の記述

からうかがえた。  

これらのことから，様々な数学的な表現の方

法や学習内容の活用意識を高める適用問題を

取り入れた指導は，数学的な表現力の育成につ

ながることが分かった。 

 

２ 課題 

 

 相手に分かりやすく伝えるという意識が低

い児童がいることから，学習内容や数学的な表

現の方法の理解が十分ではなかったと考えら

れる。今後は，児童が数学的な表現の方法のよ

さを実感し，明確な理由で表現方法を選択でき

るよう，それぞれの数学的な考え方の確実な理

解の指導を考えていく必要がある。 
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